
お
く
の
ほ
そ
道

松
尾
芭
蕉

作
者

松
尾
芭
蕉

　
正
し
ょ
う

保ほ
う

元
（
一六四四）
年
〜
元げ
ん

禄ろ
く

七
（
一六九四）
年
。
名
は
宗
房
。
俳
号
は
芭
蕉
、

別
号
は
桃と
う

青せ
い

・
釣ち
ょ
う

月げ
つ

軒け
ん

・
泊は
く

船せ
ん

堂ど
う

・
風ふ
う

羅ら

坊ぼ
う

な
ど
。
祖
父
の
代
ま
で
伊
賀

の
国
柘つ

植げ

の
郷
士
で
、
父
与
左
衛
門
の
時
代
に
上
野
に
移
り
住
ん
だ
。
二
男

四
女
の
次
男
。

▼
略
歴
・
業
績

　
若
く
し
て
藤と
う

堂ど
う

藩
伊
賀
上
野
付
き
の
侍
大
将
藤
堂
良よ
し

精き
よ

の
嫡
子
良よ
し

忠た
だ

に
仕

え
た
が
寛か
ん

文ぶ
ん

六
（
一六六六）
年
、
良
忠
が
病
没
し
た
た
め
退
身
し
た
。
良
忠
は

蟬せ
ん

吟ぎ
ん

と
号
し
北き
た

村む
ら

季き

吟ぎ
ん

に
従
っ
て
俳
諧
を
愛
好
し
て
い
た
の
で
、
芭
蕉
も
俳

諧
に
親
し
ん
で
き
た
が
、
退
身
後
に
諸
学
を
修
め
る
う
ち
に
俳
諧
で
身
を
立

て
る
こ
と
を
志
す
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
文
十
二
（
一六七二）
年
、
上
野

の
天
満
宮
に
最
初
の
撰
集
「
貝
お
ほ
ひ
」
を
奉
納
し
、
そ
れ
を
携
え
て
江
戸

に
下
り
出
版
し
た
。
江
戸
で
は
小お

沢ざ
わ

卜ぼ
く

尺せ
き

・
杉
山
杉さ
ん

風ぷ
う

ら
の
援
助
で
宗
匠
と

し
て
の
地
歩
を
固
め
た
が
、
延え
ん

宝ぽ
う

八
（
一六八〇）
年
冬
に
俗
を
避
け
て
深
川
六

間
堀
の
芭
蕉
庵
に
移
っ
た
。
こ
の
頃
、
深
川
の
臨り
ん

川せ
ん

庵あ
ん

に
参
禅
し
て
い
る
。

　
天て
ん

和な

二
（
一六八二）
年
の
歳
末
、
江
戸
の
大
火
で
芭
蕉
庵
が
焼
失
し
、
甲
州

谷や

村む
ら

の
高
山
瑢び

時じ

宅
に
身
を
寄
せ
、
翌
年
冬
に
は
再
建
さ
れ
た
第
二
次
芭
蕉

庵
に
入
っ
た
。
こ
の
年
に
蕉
風
の
発
足
を
示
す
、
宝た
か
ら井い

其き

角か
く

撰せ
ん

「
虚み
な
し栗ぐ
り」
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
元
（
一六八四）
年
、
帰
省
の
た
め
の
「
野
ざ
ら
し
紀

行
」
の
旅
を
し
た
が
、
そ
の
間
、
名
古
屋
の
連
衆
と
詠
ん
だ
「
冬
の
日
」
五

歌
仙
は
、
蕉
風
開
眼
の
記
念
碑
的
撰
集
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
他
界
す
る

ま
で
の
約
十
年
間
、
一
所
不
住
の
念
を
も
っ
て
旅
に
生
き
、
そ
し
て
充
実
し

た
俳
諧
活
動
に
明
け
暮
れ
た
。
貞
享
四
（
一六八七）
年
八
月
の
常
陸
鹿
島
へ
の

「
鹿
島
紀
行
」
の
旅
、
十
月
か
ら
貞
享
五
〔（
一六八八）
＝
元
禄
元
〕
年
四
月
に

か
け
て
郷
里
か
ら
吉
野
、
須
磨
・
明
石
な
ど
を
訪
れ
た
「
笈お
い

の
小
文
」
の
旅
、

貞
享
五
年
八
月
名
古
屋
よ
り
木
曽
路
を
経
て
江
戸
に
帰
着
す
る
「
更さ
ら

科し
な

紀き

行こ
う

」
の
旅
、
元
禄
二
（
一六八九）
年
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
と
、
立
て
続

け
に
旅
行
を
し
た
。
引
き
続
い
て
、
伊
勢
・
近
江
・
伊
賀
・
京
な
ど
に
滞
在

し
て
、「
幻
げ
ん

住
じ
ゅ
う

庵あ
ん
の記き

」「
嵯さ

峨が

日に
っ

記き

」
な
ど
を
草
し
た
。
芭
蕉
の
指
導
の
も
と

に
成
立
し
た
去き
ょ

来ら
い

・
凡
ぼ
ん

兆
ち
ょ
う

撰
「
猿さ
る

蓑み
の

」
は
元
禄
四
（
一六九一）
年
七
月
に
出
版

さ
れ
た
が
、
重
厚
閑
雅
な
「
さ
び
・
し
を
り
」
の
句
境
を
示
し
て
い
る
。
同

年
冬
に
江
戸
に
帰
り
、
翌
年
第
三
次
芭
蕉
庵
に
入
っ
た
が
、
元
禄
七
（
一六九

四）
年
に
は
西
国
へ
の
旅
に
出
発
し
、
そ
の
途
中
の
大
坂
で
病
と
な
り
、
十

月
十
二
日
に
没
し
た
。
生
前
の
六
月
に
最
晩
年
に
追
い
求
め
た
、
枯
淡
軽
快

の
趣
の
「
軽
み
」
の
俳
風
を
見
せ
る
野や

坡ば

ら
撰
「
炭す
み

俵だ
わ
ら」
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
芭
蕉
一
門
の
達
成
し
た
蕉
風
俳
諧
は
、「
芭
蕉
七
部
集
」（
冬
の

日
・
春
の
日
・
曠あ
ら

野の

・
ひ
さ
ご
・
猿
蓑
・
炭
俵
・
続
猿
蓑
）
と
総
称
さ
れ
る

代
表
的
撰
集
七
つ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
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出
典

▼
底
本

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
芭
蕉
文
集
」
杉
浦
正
一
郎
・
宮
本
三
郎
・
萩
野
淸

校
注
、
昭
和
三
十
四
〔
一九五九〕
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。
特
に
原
文
と

変
え
た
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
漢
字
・
送
り
仮
名
・
句
読
点
・
読
み
方
な
ど
に

つ
い
て
は
、
教
科
書
と
し
て
の
統
一
し
た
体
裁
に
改
め
た
。

▼
成
立

　
俳
諧
紀
行
。
一
冊
。
成
立
過
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
主
に
元
禄
五

（
一六九二）
年
か
ら
翌
六
年
秋
頃
ま
で
に
執
筆
し
、
そ
の
後
も
推
敲
を
重
ね
、

元
禄
七
（
一六九四）
年
春
ま
で
に
は
定
稿
を
得
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
年

夏
に
は
、
門
人
の
書
家
柏
木
素
龍
に
清
書
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
素
龍
筆
写
本

は
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
お
く
の
ほ
そ
道
」
は
元
禄
十
五
（
一七〇二）

年
に
京
都
の
書し
ょ

肆し

井
筒
屋
庄
兵
衛
よ
り
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
底
本
は
素
龍

筆
写
本
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
素
龍
筆
写
本
系
統
の
本
文
が
定
稿
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
に
足
り
る
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。

▼
書
名

　
壺
の
碑
い
し
ぶ
みの
条
に
「
か
の
画
図
に
ま
か
せ
て
た
ど
り
行
け
ば
、
お
く
の
細
道

の
山
際
に
十と

符ふ

の
菅す
げ

あ
り
」
と
あ
る
、
仙
台
の
東
北
の
道
の
名
を
取
っ
た
も

の
で
、
芭
蕉
は
そ
れ
を
広
く
奥
州
路
の
意
に
用
い
、
ま
た
、
た
ど
り
行
く
風

雅
の
細
き
一
筋
を
も
象
徴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

▼
内
容

　
芭
蕉
四
十
六
歳
の
元
禄
二
（
一六八九）
年
三
月
に
門
人
河
合
曽
良
を
伴
っ
て

千
住
の
宿
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
室
の
八
島
・
日
光
・
那
須
・
白
河
の

関
・
須
賀
川
・
仙
台
・
塩
迭
・
松
島
・
石
巻
・
平
泉
・
尿し
と

前ま
え

の
関
・
尾
花

沢
・
立
石
寺
・
最
上
川
・
出
羽
三
山
・
酒
田
・
象
潟
・
鼠
の
関
・
市い
ち

振ぶ
り

・
金

沢
・
山
中
・
全
昌
寺
・
永
平
寺
・
福
井
等
を
経
て
、
八
月
下
旬
美
濃
大
垣
に

着
く
ま
で
の
足
か
け
六
か
月
、
二
四
〇
〇
キ
ロ
の
大
旅
行
の
紀
行
で
あ
る
。

旅
の
動
機
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
和
歌

の
世
界
で
定
着
し
て
い
た
歌
枕
の
探
訪
や
、
元
禄
二
年
が
崇
拝
す
る
西
行
の

五
百
回
忌
に
当
た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
と
い
う
の
も
動
機
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
古
人
の
心
に
接
し
つ
つ
、
不
易
・
流
行
の
意
味
を
実
感
と
し

て
体
得
し
、
悠
久
な
自
然
と
は
か
な
い
人
間
の
変
化
の
相
に
思
い
を
い
た
そ

う
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
作
者
の
人
生
観
・
自
然
観
よ

り
発
す
る
漂
泊
の
思
い
へ
の
憧
れ
、
新
風
へ
の
意
欲
、
紀
行
文
へ
の
意
欲
な

ど
の
内
面
的
動
機
も
あ
っ
た
ろ
う
。「
お
く
の
ほ
そ
道
」
は
旅
の
忠
実
な
記

録
で
は
な
い
。
昭
和
十
八
（
一九四三）
年
に
刊
行
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
「
曽

良
旅
日
記
」（「
奥
の
細
道
随
行
日
記
」）
に
よ
っ
て
、
事
実
と
の
違
い
が
か

な
り
明
ら
か
に
な
り
、
単
な
る
記
憶
違
い
の
ほ
か
に
意
識
的
な
省
略
や
事
実

を
前
後
さ
せ
る
な
ど
潤
色
の
跡
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
は
、
東
北
・
北

陸
地
方
を
旅
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
紀
行
文
を
創
作

し
た
の
で
あ
っ
て
、
全
体
の
構
想
と
俳
諧
紀
行
で
あ
る
と
こ
ろ
の
発
句
と
の

調
和
と
を
十
分
に
計
算
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
構
想
に
関
し
て

連
句
形
式
の
進
行
の
仕
方
と
の
連
関
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
市
振
の
宿
で
遊

女
の
一
行
と
同
宿
し
た
記
事
な
ど
に
そ
の
最
も
顕
著
な
例
が
見
ら
れ
る
。
な

お
、
紀
行
に
関
す
る
芭
蕉
の
見
解
が
「
笈
の
小
文
」
に
見
え
て
お
り
参
考
に

な
る
。「
野
ざ
ら
し
紀
行
」「
笈
の
小
文
」
な
ど
の
先
行
の
紀
行
文
に
比
べ
て
、

旅
の
規
模
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
最
も
完
成
さ
れ
た
紀
行
文
学
と
し
て
評

価
が
高
い
。
旅
を
愛
す
る
ゆ
え
に
辺
地
を
さ
す
ら
う
と
い
う
旅
の
イ
メ
ー
ジ
、

自
然
へ
の
観
入
と
歴
史
へ
の
帰
一
と
が
一
体
化
し
た
詩
心
の
在
り
方
な
ど
、
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旅
の
文
芸
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
り
、
後
世
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。
俳

人
、
ま
た
は
も
っ
と
広
く
、
文
人
の
旅
の
記
の
範
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

日
本
人
に
と
っ
て
の
旅
の
一
つ
の
典
型
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

参
考

　「
笈
の
小
文
」
の
一
節
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
抑
そ
も
そ
も、
道
の
日
記
と
い
ふ
も
の
は
、
紀き

氏し

・
長
明
・
阿
仏
の
尼
の
、
文
を
ふ

る
ひ
情
を
尽
し
て
よ
り
、
余
は
皆
俤
お
も
か
げ似
か
よ
ひ
て
、
其
糟そ
う

粕は
く

を
改
る
事
あ

た
は
ず
。
ま
し
て
浅
智
短
才
の
筆
に
及お
よ
ぶべ
く
も
あ
ら
ず
。
其
日
は
雨
降
、
昼

よ
り
晴
て
、
そ
こ
に
松
有あ
り

、
か
し
こ
に
何
と
云い
ふ

川
流
れ
た
り
な
ど
い
ふ
事
、

た
れ
た
れ
も
い
ふ
べ
く
覚お
ぼ
え侍
れ
ど
も
、
黄
奇
蘇
新
の
た
ぐ
ひ
に
あ
ら
ず
ば
云

事
な
か
れ
。
さ
れ
ど
も
其
所
々
の
風
景
心
に
残
り
、
山さ
ん

館く
わ
ん野や

亭て
い

の
く
る
し
き

愁
も
且か
つ

は
は
な
し
の
種
と
な
り
、
風
雲
の
便
り
と
も
お
も
ひ
な
し
て
、
わ
す

れ
ぬ
所
々
、
跡
や
先
や
と
書
集
め
侍
る
ぞ
、
猶
酔よ
へ

る
者
の
妄
語
に
ひ
と
し
く
、

い
ね
る
人
の
譫う
は

言ご
と

す
る
た
ぐ
ひ
に
見
な
し
て
、
人
又
妄
聴
せ
よ
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
松
尾
芭
蕉
集
」
井
本
農
一
他
　小

学
館
　
平
九

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
芭
蕉
文
集
」
富
山
奏
　

新
潮
社
　
昭
五
十
三

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
芭
蕉
文
集
」
杉
浦
正
一
郎
他
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
四

　「
お
く
の
ほ
そ
道
大
全
」
楠
元
六
男
他
　

笠
間
書
院
　
平
二
十
一

　「
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
」
尾
形
仂
　

角
川
書
店
　
平
十
三

　「
自
筆
本
奥
の
細
道
」
上
野
洋
三
他
　

岩
波
書
店
　
平
八

　「
お
く
の
ほ
そ
道
」
久
富
哲
雄
　

講
談
社
　
昭
五
十
五

　「
詳
考
奥
の
細
道
増
訂
版
」
阿
部
喜
三
男
他
　

日
栄
社
　
昭
五
十
四

　「
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ
道
」
萩
原
恭
男
　

岩
波
書
店
　
昭
五
十
四

　
古
典
俳
文
学
大
系
「
芭
蕉
集
」
井
本
農
一
他
　

集
英
社
　
昭
四
十
五

　「
校
本
芭
蕉
全
集
」
阿
部
喜
三
男
他
　
角
川
書
店
　
昭
三
十
七
〜
四
十
四

▽
入
門
書
・
研
究
案
内
・
辞
典

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
芭
蕉
」
井
本
農
一
他
　

角
川
書
店
　
昭
五
十

　
鑑
賞
日
本
の
古
典
「
芭
蕉
集
」
井
本
農
一
　

尚
学
図
書
　
昭
五
十
七

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
連
歌
・
俳
諧
・
狂
歌
」
大
曾
根
章
介
他
編

明
治
書
院
　
昭
五
十
九

　「
総
合
芭
蕉
事
典
」
栗
山
理
一
他
　

雄
山
閣
出
版
　
昭
五
十
七

　「
芭
蕉
は
い
つ
か
ら
芭
蕉
に
な
っ
た
か
」
佐
藤
勝
明
　

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
平
二
十
四

▽
研
究
書

　
俳
句
シ
リ
ー
ズ
・
人
と
作
品
「
松
尾
芭
蕉
」
宮
本
三
郎
他
　

桜
楓
社
　
昭
四
十
二

　
別
冊
国
文
学
「
芭
蕉
必
携
」
尾
形
仂
　

学
燈
社
　
昭
五
十
五

　
日
本
の
作
家
「
永
遠
の
旅
人
松
尾
芭
蕉
」
白
石
悌
三
他
　
新
典
社
　
平
三

　「
芭
蕉
の
本
」
中
村
幸
彦
他
　

角
川
書
店
　
昭
四
十
五

　「
芭
蕉
物
語
」
白
石
悌
三
他
　

有
斐
閣
　
昭
五
十
二

　「
芭
蕉
講
座
」
芭
蕉
講
座
編
集
部
　

有
精
堂
　
昭
五
十
七
〜
六
十
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　「
芭
蕉
論
」
上
野
洋
三
　

筑
摩
書
房
　
昭
六
十
一

生
徒
用

新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
「
松
尾
芭
蕉
」
雲
英
末
雄
　

新
潮
社
　
平
二

「
新
版
　
お
く
の
ほ
そ
道
　
現
代
語
訳
／
曽
良
随
行
日
記
付
き
」（
角
川
ソ
フ

ィ
ア
文
庫
）
潁
原
退
蔵
他
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
平
十
五

「
す
ら
す
ら
読
め
る
奥
の
細
道
」
立
松
和
平
　

講
談
社
　
平
十
六

「
芭
蕉
の
表
現
」
上
野
洋
三
　

岩
波
書
店
　
平
十
七

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
訳
　

講
談
社
　
平
十
九

「
芭
蕉
」
田
中
善
信
　

中
央
公
論
新
社
　
平
二
十
二

図
版
解
説

〈

芭
蕉
行
脚
図
〉

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
元
禄
六
年
（
一六九三）
作
。
一
幅
。

紙
本
淡
彩
・
掛
幅
装
。
森
川
許
六
筆
（
一六五六㉕一七一五）。
許
六
は
芭
蕉
に

師
事
し
、
画
事
に
も
通
じ
た
。
芭
蕉
と
曽
良
の
旅
姿
を
描
く
本
作
は
、

芭
蕉
生
前
の
作
で
、
最
も
信
頼
の
お
け
る
画
像
。

⇩
Ｐ
99

〈

中
尾
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』〉

中
尾
松
泉
堂
蔵
。
江
戸
時
代
中
期
よ
り
所
在
不
明
だ
っ
た
芭
蕉
自
筆

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
草
稿
本
の
存
在
が
平
成
八
（
一九九六）
年
に
公
表
さ

れ
、
筆
跡
か
ら
芭
蕉
の
真
蹟
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。⇩

Ｐ
105

〈

曽
良
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』〉

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
芭
蕉
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る

中
尾
本
を
、
弟
子
の
曽
良
が
移
し
た
本
で
あ
る
。
本
書
に
は
朱
点
や
訂

正
が
施
さ
れ
、
そ
の
書
き
入
れ
を
芭
蕉
自
筆
と
す
る
説
も
あ
る
。⇩

Ｐ
105
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